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登録リスト（該当：21件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 大衆酒場　食堂　ナカムラ]	大衆酒場　食堂　ナカムラ	ランチ、食堂、酒場と様々な顔を持つ焼き鳥の有名店である。年齢問わず愛されている。2019年に長野こまちの雑誌に載り、山賊焼などの後藤寺グルメの信州のお酒が好相性と紹介されている。地元独特な魅力と大衆性にあふれ上田に根付く飲食店である。	2024-02-11
	2	[image: 食べる楽しみ食べる工風]	食べる楽しみ食べる工風	現在、インターネットを使うことで、食べたいものがあれば検索してレシピを知れたり、使いたい材料を検索すればそれを使った料理を紹介してくれたりします。今でも雑誌や新聞でレシピが紹介されていることがあります。
この記事でも、鰯のたたき上げの作り方を紹介しています。材料や作り方以上に、アドバイスがたくさん載っていて親しみやすい記事だと思います。

記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』昭和24年1月25日第22号⑶	2023-12-11
	3	[image: 竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023]	竹中丈二／藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023	
竹中丈二(長野大学企業情報学部前川ゼミ)／ミニ発表「藤本蚕業史料の魅力@キモノマルシェ2023」
2023/10/01　キモノマルシェ2023 in 信州上田「信州の蚕糸を知ろう」ブース（ゆたかや２階）	2023-10-10
	4	[image: 二・二六事件を記録したアサヒグラフ]	二・二六事件を記録したアサヒグラフ	藤本蚕業歴史館に所蔵されている昭和時代のグラビア雑誌です。	2023-02-05
	5	[image: 飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))]	飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))	飯島保作は、文久３年（１８６３）に飯島家の長男として横町に生まれました。明治６年（１８７３）上田街学校に入学し、明治１０年（１８７７）に上等小学校全科を卒業しました。上田街学校の教員補助の職は、天皇の御巡幸が終わった後退職し、家業（質屋）に従事しました。
　自らが作成した年賦には「家業のかたわら独学」とあります。向学心旺盛な青年で、この向学心が実業家飯島保作を生み、このころから雑誌に狂歌、川柳等々の投稿を始め、後の上田地方の庶民文学のリーダーとしての文学上の資質を開花させたのです。
　保作は、上田商工会議所会頭、第十九銀行の頭取を歴任して生涯を閉じた上田を代表する傑出けっしゅつした実業家でした。明治１５年（１８８２）１０月、上田郵便局に採用され、最初の職業の第一歩を踏み出し、	2023-02-01
	6	[image: 金井正について]	金井正について	金井正は、明治１９年神川村国分に、金井家の三男として生まれました。県立長野中学校（現上田高等学校）に入学。家庭の事情から家督を継ぎ、父が局長を務める国分郵便局の事務員として勤務しました。その一方で哲学者西田幾多郎の存在を知り、哲学に関心を高め、神川読書会を企画したり同人雑誌の創刊し、社会主義による啓蒙を図りました。山本鼎がヨーロッパ留学から戻り、訪ね、児童自由画教育と農民美術運動に感銘を受け、協力を約束し、鼎による講演会「児童自由画の奨励について」を企画。続いて「第１回児童自由画展」を開催し、予想以上の成功を収めました。
　農民美術運動については、鼎と連名で日本農民美術建業の趣意書を作成して、神川村の人々に働きかけました。大正８年に第１回農民美術練習所を神川小学校で開設し、	2023-01-25
	7	[image: 少女世界に掲載]	少女世界に掲載	太陽という雑誌は今でもある？おなじものかわからないけど、その中の少女世界という雑誌に寄稿しているようです。
○○世界という雑誌が沢山発行されていたようです。	2022-02-28
	8	[image: オリガミザイク]	オリガミザイク	こちらは１２番目のオリガミザイク
大正５年１月１８日印刷、２０日発行
当初粘度、針金、木が予定されていたようですが、どうやら変更になったようです。
これで、データとして保有しているものはすべてです。
実物保管のものでデータ化できたらまたこちらに掲載しようと思います。
このシリーズの他にも、今でいう少年倶楽部のような雑誌にいくつか寄稿しています。国会図書館で閲覧、コピーも可能です。	2022-02-28
	9	[image: 時間とともにネット上の情報が増えていく]	時間とともにネット上の情報が増えていく	たまたま書店で見つけた切り紙細工作家の方の本に紹介されていた鈴木江南著の本を、初めてカラーで見ました。その方もどこかの古本で手に入れられたのでしょう。
そのうち、古書の売買を専門にするサイトや、個人の所蔵品の売り買いのサイトができて、運よく実物を見つけることができるようになりました。手の届かない値段でない限り入手するようにしています。
こちらは、モンガタキリヌキ花の巻、シリーズになっている冊子の１号めだと思われます。裏表紙には、三越のマークが入っていて、何色かの色紙の付録がついた紙ファイルに収められています。一冊拾八銭とあります。。
古い本がアーカイブ化されネット上で見ることができるようにもなってきました。
東京や大阪にある国会図書館もネット検索で、少年少女向けの雑誌に、記事	2022-02-21
	10	[image: こんな虫も食べるの!?]	こんな虫も食べるの!?	　現代では虫を食べるという習慣はほとんどの人にはないと思うが、戦時中の雑誌では昆虫食でも食べないようなフナムシやカメノテなども食べられるものも紹介されている。生鮮食品の代わりなのだろうが、私は拒否してしまいそう…こんな時代がまたくる可能性も0ではないのでは…

参考文献：
戦後の食糧事情http://www.kumamotokokufu-h.ed.jp › sensou › s_syoku	2022-01-13
	11	[image: 藤本善右衛門(昌信・保右・縄葛)]	藤本善右衛門(昌信・保右・縄葛)	「上田を支えた人々　上田人物伝 藤本善右衛門（昌信・保右・縄葛）」
https://museum.umic.jp/jinbutu/data/028.html
（上田市マルチメディア情報センター）

ネットで藤本善右衛門を検索すると参照ページは意外に少なく、現時点ではWikipediaにすら記載されていません。ほぼ唯一、内容を知ることができるのがこの記事です。説明文は『上田市誌第28巻』の「藤本善右衛門」を要約した内容になっています。

「上田地方を蚕種製造の全国的な中心地に発展させた功労者」として紹介されています。藤本善右衛門は蚕種製造を営んでいた上塩尻の佐藤本家の当主の襲名です。代々の当主のうち、特に業績のあった昌信(1722-1773)、保右(1793-1865)、縄葛(1815-1890)が紹介されています。

縄葛は1845年、蚕種の新品種「掛合」を育成し「明治初年の蚕種輸出の大変盛んだった時	2022-01-12
	12	[image: 　戦時中の暮らしについて]	　戦時中の暮らしについて	　自分は歴史が好きで、最近ではよく近代史を調べている。そんななかで現在では起こらない(起こらないでほしい)戦争中の暮らしについて、この機会に細かく調べてみようと思ったためである。
　調べる資料としては戦時中の食生活や、当時の雑誌に
ついて調べる予定である。
　当時の生活から生きる上で学べることを見つけていければと思う。
　	2021-12-20
	13	[image: 博物館訪問　蚕糸]	博物館訪問　蚕糸	撮影が不可だったため見せることは出来ないが、昭和43年4月に上田蚕糸専門学校が開校された際に記念として残された袱紗（ふくさ）が展示されていた。

また、明治から昭和戦前にかけて上田で発行されていた蚕業雑誌類が8点ほど展示されていた。色つきで可愛かったし、この頃に蚕糸が盛んだったことがよくわかった。	2021-11-15
	14	[image: コトリの湯]	コトリの湯	長野県長野市にある日帰り温泉施設です。
露天風呂は庭園のような作りになっていて善光寺平を見渡しながら温泉に浸かり心身共にリラックスできる施設になっています。

施設内にある休憩スペースは漫画や雑誌が用意されているだけでなく、無料マッサージチェアや半個室型になったソファ空間などの自分なりのまったりスタイルで落ち着いて過ごせる空間になっています。
施設を後にする前から、また来たいなと感じさせるような素敵な空間です。	2021-07-27
	15	[image: 「蚕都上田」という呼称]	「蚕都上田」という呼称	上田がいつごろから「蚕都」と呼ばれていたのかは定かではない。文献としては、1919年（大正8)年に上田で創刊した蚕業雑誌「蚕都新報」に「蚕都」という文字が現れるため、それ以前より蚕都と呼ばれた可能性があるが、江戸期及び明治期の文献からは確認できないとされている。また、伊達郡（福島県）で江戸中期に製造された蚕種「蚕都」が有名となり、上田小県でも知られていたことから、上田における「蚕都」はそれ以降に求められると考えられる。	2021-05-30
	16	[image: 自然と暮らす喫茶　hanatoki]	自然と暮らす喫茶　hanatoki	2020年12月に別所温泉にオープンしたカフェと雑誌のお店「hanatoki」。

パンとお菓子のお店「marufugi」さんの店舗を借りて営業中だそうです。
「自然と暮らす喫茶」というお店の名前がぴったりなお洒落なカフェ。

古民家を改築したカフェを営業中で、深煎りコーヒーやブレンドコーヒーの他にプリンやベイクドチーズケーキなどのデザートも食べられます。
マフィンや焼き菓子をテイクアウトすることも可能。

お子さん連れのお客さんもいらっしゃいました。
コーヒー以外にもカフェオレ、リンゴジュース、シロップジュースなどがありお子様も気軽に来られるカフェ。	2021-05-05
	17	[image: 蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～]	蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～	
この動画は以下の再掲です。
「蚕都喫茶室／蚕都上田を知る楽しみ～人物編～」(2010/12/19)(蚕都上田プロジェクト)
→https://youtu.be/ALpsdlUN0zI?t=2624
（話し手：新津新生氏、桂木恵氏）
この動画はフリートークの中で藤本善右衛門縄葛(つなね)に言及している個所に頭出ししてあります。

以下のような言及がされています。詳細は動画でご確認ください。
・藤本善右衛門縄葛は、並外れた産業人であったと同時に教養人でもあった。
・縄葛文化レベルの高さは並大抵ではない。余技で書いた『続錦雑誌』は凄い。
・桑の葉にも数多くの種類があり、それを一つ一つスケッチ(正確には押し花)	2021-01-20
	18	[image: 上田人物伝「藤本善右衛門」]	上田人物伝「藤本善右衛門」	「上田を支えた人々　上田人物伝 藤本善右衛門（昌信・保右・縄葛）」
https://museum.umic.jp/jinbutu/data/028.html
（上田市マルチメディア情報センター）

ネットで藤本善右衛門を検索すると参照ページは意外に少なく、現時点ではWikipediaにすら記載されていません。ほぼ唯一、内容を知ることができるのがこの記事です。説明文は『上田市誌第28巻』の「藤本善右衛門」を要約した内容になっています。

「上田地方を蚕種製造の全国的な中心地に発展させた功労者」として紹介されています。藤本善右衛門は蚕種製造を営んでいた上塩尻の佐藤本家の当主の襲名です。代々の当主のうち、特に業績のあった昌信(1722-1773)、保右(1793-1865)、縄葛(1815-1890)が紹介されています。

縄葛は1845年、蚕種の新品種「掛合」を育成し	2021-01-20
	19	[image: 歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示]	歴博の「上塩尻」蚕種製造に関する展示	2017/10/15、千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館（歴博）を訪れてきました。目的は、上塩尻の蚕種製造に関わる展示を見学するためです。展示場所は第三展示室の「知識と技術」のコーナーです。
「蚕を飼う」「養蚕技術の普及」「桑の葉の収集」「『蚕書の里』上塩尻村」「商品と技術と風雅の交流」「繭の歴年標本」「世界に知られた日本の養蚕技術」というパネル構成です。このうち、「繭の歴年標本」は奥州本場蚕種の梁川の展示。他は全て上塩尻です。

資料として展示されているものは次のとおりです。
・清水金左衛門『養蚕教弘録』1847
・清水金左衛門『養蚕乾湿計用方』メガルカヤを利用した養蚕乾湿計
・座間神社句合わせ
・いははな集　1800年
・「いははな集」参加村と蚕種の行商先
など。

展示は杉仁氏の著作『近世の地域と	2020-07-18
	20	[image: 藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』]	藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』	類まれな蚕種製造家の一人、藤本善右衛門縄葛（つなね）（1815～1890）は、明治10年頃に隠居してから亡くなるまでの十数年間にわたり、『続錦雑誌』（しょくきんざっし）（全89冊）を記し残しています。

『続錦雑誌』隠居時代の教養ある学びの綴りと言ってもいい。現在で言う生涯学習です。さらに今風に言うなら「学習ポートフォリオ」です。知的関心が多方面に及び、その内容は博物学的に多様です。その多くは何らかの書から書き写したもののように見えます。絵の表現力にも感心します。当時の蚕種製造家は蚕種製造技術にたけているだけでなく、豊かな教養も身に付けていることが求められていました。杉仁氏の研究書『近世の地域と村落文化』（2001年）では、上塩尻村の蚕種製造家たちと村落文化についての言及がされています。豊かな教	2020-07-18
	21	[image: 倉田菓子舗]	倉田菓子舗	創業 昭和10年の老舗のおやき処。

元は洋菓子や練り切りを中心に販売していたそう。

1番昔からあるおやきは「あんこ」で、1番人気は「野沢菜」。
おやき以外にも、この店にしかない「さんしょだんご」や窯焼きの「マドレーヌ」も販売している。
雑誌に載ったり、全国一位になった商品もある。
とても落ち着く雰囲気！	2020-06-20
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